
令和７年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標

相生小学校 校長 学力向上推進員

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

○理由や根拠を明確にして、自分の
意見や考えを発表し、学級で話合う
ことができる。

●語彙が少なく、生活の中で自分の
思いや意見を言葉で表現することが
苦手な児童がいる。
●相手の意見を受けて、つなげたり
まとめたりする力が十分身に付いて
いない。

次年度における改善事項

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○基礎的・基本的な知識・技能が定
着している児童が多い。
○真面目に学習に取り組む児童が
多い。

●知識・技能の定着については、個
人差が大きい。
●初見の文章や長文を読むことに
苦手意識を持っている児童が多い。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

・既習の知識と関連付けながら、基
礎的・基本的な知識・技能を確実に
身に付けることができる。

・身に付けた知識・技能を、他の学
習や生活の場面で活用することがで
きる。

・プリントやタブレットドリルなど、児
童の実態に合った教材を準備し、基
礎的・基本的な学習内容を、繰り返
し復習できるようにする。

・フラッシュカードや百玉そろばん等
を使い、授業の最初に前時までの復
習をする。

・こども新聞や学校図書を授業や宿
題等で活用し、様々な文章を読む機
会を意図的に設定する。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

○わかりやすい発問・指示により、児童の思考を深める授業の実践

○主体的に学習に取り組み、新たな課題を見つけ、学び続けようとする児童
の育成

・語彙を増やし、自分の思いや考え
をより正しく相手に伝えることができ
る。

・よりよい判断をするために、自分に
必要な情報を自分で選び出すことが
できる。

・自分と相手の意見を比較したりまと
めたりしながら、建設的に話合うこと
ができる。

・児童の思考を深めるため、教師の
発問や指示の言葉を精選する。より
深く考えたり、別の視点を加えたり
するために、「意味ある問い直し」を
する。

・教科書や資料集等から必要な情
報を読み取る活動を、授業の中に必
ず取り入れる。

・教科の授業や学級会の時間に、意
見を比較したり関連付けたりして話
し合う具体的な方法を指導する。

次年度における改善事項

管理職による授業参観や研究授業（全校・メンター等）、教員からの報告等、様々な機会を捉えて取り組み状況について把握する。

○決められた課題に真面目に取り
組む児童が多い。
○タブレットを活用し、自分の知りた
いことを主体的に調べることができ
る。

●計画的に自主学習に取り組めて
いない児童がいる。
●家庭での学習時間や読書時間が
十分取れていない児童がいる。

・自分に必要な課題を設定し、計画
的に家庭学習に取り組むことができ
る。

・自分に必要な学習を選択し、積極
的に自主学習に取り組むことができ
る。

・学習した内容に関連する本や、自
分の興味、関心がある内容の本を
手に取り、読書に親しむことができ
る。

・学年だよりを使って学習の様子を
伝えたり、参観日や個人懇談等の
機会に、自主学習の取組を見てもら
う場を設定したりすることで、家庭で
の取組を啓発する。

・学級内で互いの学び方を共有し合
う機会（教室への掲示、共有ノート
等）を設け、児童が自分の学びに生
かすことができるようにする。

・学校図書の貸し出しを積極的に行
い、週末には並行読書に取り組ませ
る。


